
■ 2019年度　事業報告書  （単位：百万円）

事業名 事業内容 予 算 実 績 差 異

教
育
力
の
強
化

1） 2019 年度に向けて変更した新授業
時間の実施と点検、時間割編成方針
の見直し

2）能動的学修・自律的学修の推進

3）事務情報システムのリプレイス

1） 授業時間と授業回数の変更
（半期 90 分× 15 週→ 100 分× 14 週）

2） 教育研究支援センター自律学習支援部門の設立
による能動的・自律的学修の推進

3） 事務情報システムのリプレイス
（2017 ～ 2019 年度の総額）

―

2.3

481.0

―

3.8

484 .4

―

△ 1.5

△ 3.4

学
生
支
援
の
強
化

1） 奨学基金募集事業の強化と奨学金 
制度の検証

2）キャリア支援の強化

3）施設改修を含む食環境の整備

1） 教職員・関係団体・取引企業等へ協力依頼

2） キャリアカウンセラーによる相談業務及び各種
キャリア支援講座の実施

3） 学生食堂の改修およびメニュー改善検討

0.9

29.2

4.4

0 .0

25 .9

6 .8

0 .9

3 .3

△ 2.4

国
際
化
・

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進

1） 「獨協大学の国際化推進に関するビ
ジョン 2018」の具現化

1） 新国際化拠点「GLOBAL FRONTIER」ゾーンの
整備

0.0 7 .6 △ 7.6

地
域
の
知
の
拠
点
化

1） オープンカレッジ等の生涯学習の場
の提供

2）まちづくり連携

1） オープンカレッジ、シンポジウム等の開催

2） 地域住民との懇談会、草加市・UR 都市機構と
の意見交換会等の開催

100.4

0.3

82 .8

0 .3

17 .6

0 .0

施
設
の
適
正
維
持
管
理
と

資
産
の
有
効
活
用

1） ＵＲから購入した校地の利用具体案
策定

2）旧部室棟の解体

3）中央棟空調設備の更新

1）校地利用の具体案検討

2） 東日本大震災後、使用禁止としていた旧部室棟
の解体

3） 中央棟の教員個人研究室他の空調設備更新

20.0

300.0

250.0

1 .5

317 .0

240 .6

18 .5

△ 17. 0

9 .4

組
織
強
化
と
制
度
整
備

1） インターネット入学手続システムの導入

2）第 3 期認証評価への対応

3）教育研究支援の強化

1） ペーパーレス化、事務効率の向上

2） 学則改正・関連規程の整備、　関連セミナーへの
参加

3） 「獨協アカデミックサポートサービス株式会社」
を中心とした教育研究支援の充実

6.4

0.1

144.4

7 .2

0 .8

128 .8

△ 0.8

△ 0.7

15 .6

（4）



■ 2020年度　主要事業計画書 （単位：百万円）

事業名 事業内容 2020年度予算

教
育
力
の
強
化

1） アクティブ・ラーニング型学修の推進

2）教授法に関する FD 等の強化

3） 全学共通カリキュラム英語プログラム
（EGAP 英語教育）をはじめとする外
国語教育の強化

1） 西棟に設けたラーニング・スクエアの利用推進及びアク
ティブ・ラーニング型授業の展開

2） アクティブ・ラーニング型授業等、教授法に関する各種
セミナーへの参加

3） 習熟度別クラス編成、学修成果測定テストの継続実施等
による外国語の運用能力の強化

2.0
 

1.1

14.0

合　計 17.1

学
生
支
援
の
強
化

1）奨学基金募集事業の継続

2） 高等教育の修学支援新制度に伴う奨学
金制度の検証

3）キャリア支援の強化

1） 奨学基金充実のための寄付金募集事業及び第 3 号基本金
（奨学基金）の積増し継続

2） 高等教育の修学支援新制度の円滑な導入及び学内奨学金
制度の検証

3） キャリアカウンセラーの設置、学内での企業・官公庁セ
ミナーや各種就職関連講座の開催

0.9 

ー

30.8

合　計 31.7

国
際
化
・

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進

1） 「獨協大学の国際化推進に関するビジョ
ン 2018」の継続推進他

1） 留学生の安否確認サービスの検証及び国際化推進拠点 
（GLOBAL FRONTIER）の整備

2.7

合　計 2.7

地
域
の
知
の
拠
点
化

1）リカレント教育導入の検討
2）オープンカレッジ等の生涯学習の場の提供
3）まちづくり連携 ( 草加市、UR）

1）リカレント教育導入の検討
2）各種生涯学習講座の継続開講
3） 草加市・UR との三者協議会（意見交換会）、地域住民と

の懇談会等の開催

ー
105.9

0.3

合　計 106.2

施
設
の
適
正
維
持
管
理
と

資
産
の
有
効
活
用

1）UR から購入した用地の活用

2）既存施設のメンテナンス

3）所有不動産の整理の検討

1） 本学の将来の有益な教育資産となる施設を目指し、具体
的利用案の策定

2） 経年劣化した人工芝グラウンドの一部張替、35 周年記念
館の外壁補修、LED 化工事等

3） 大学用地・既存施設（新甲子セミナーハウス、八丈島所有地）
整理の検討

30.0 

613.7

ー

合　計 643.7

内
部
質
保
証
推
進
の

た
め
の
整
備

1）関連制度・規程等の整備
2）各種委員会との連携強化

3） 学生の学修実態調査、開設科目数の適
正化

1）自己点検・評価、内部質保証関連規程等の整備
2） 内部質保証関連の各種委員会と自己点検・評価及び内部

質保証推進委員会の有機的連携強化
3） 学生の学修実態調査の実施計画の立案、開設科目数の適

正化に向けた検証

ー
ー

ー

そ
の
他

1）本学の財政基盤の強化に繋がる施策 1） 事務局ワーキンググループによる収支構造転換に向けた
検証・検討他

ー

（5）


